
 

 

 

 

 

 
 

 

 

「国際的な連携及び交流活動」評価報告書 
 

 

（平成１４年度着手 全学テーマ別評価） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島 根 医 科 大 学 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１６年３月 

大学評価・学位授与機構



  



島根医科大学 

- 1 - 

◇ 大学評価・学位授与機構が行う大学評価 

 

○大学評価・学位授与機構が行う大学評価について 

 

１ 評価の目的 

 大学評価・学位授与機構（以下「機構」）が行う評価は，

大学及び大学共同利用機関（以下「大学等」）が競争的環

境の中で個性が輝く機関として一層発展するよう，大学

等の教育研究活動等の状況や成果を多面的に評価するこ

とにより，その結果を，①大学等にフィードバックし，

教育研究活動等の改善に役立てるとともに，②社会に公

表することにより，公共的機関としての大学等の教育研

究活動等について，広く国民の理解と支持が得られるよ

う支援・促進していくことを目的としている。 

 

２ 評価の区分 

 機構の行う評価は，今回報告する平成 14 年度着手分

までを試行的実施期間としており，今回は以下の 3 区分

で評価を実施した。 

 (1) 全学テーマ別評価（国際的な連携及び交流活動） 
 (2) 分野別教育評価（人文学系，経済学系，農学系，

総合科学） 
 (3) 分野別研究評価（人文学系，経済学系，農学系，

総合科学） 

 

３ 目的及び目標に即した評価 

 機構の行う評価は，大学等の個性や特色が十二分に発

揮できるよう，教育研究活動等に関して大学等が有する

目的及び目標に即して行うことを基本原則としている。

そのため，目的及び目標が，大学等の設置の趣旨，歴史

や伝統，規模や資源などの人的・物的条件，地理的条件，

将来計画などを考慮して，明確かつ具体的に整理されて

いることを前提とした。 

 
 
○全学テーマ別評価「国際的な連携及び交流活動」

について 
 

１ 評価の対象機関及び内容 

 本テーマでは，大学等が行っている教育研究活動等を

基盤とした国際的な連携や交流活動について，全学的（全

機関的）な方針の下に部局等において行われている活動

を対象とした。 

 対象機関は，設置者から要請のあった全国立大学（97
大学）及び大学共同利用機関（総合地球環境学研究所を

除く 14 機関）並びに公立大学の一部（4 大学）とした。 

 評価は，大学等の現在の活動状況について，過去 5 年

間の状況の分析を通じて，次の 3 つの評価項目により実

施した。 
 

(1) 実施体制 
(2) 活動の内容及び方法 
(3) 活動の実績及び効果 

 
 
 
 
 

２ 評価のプロセス 

(1) 大学等においては，機構の示す要項に基づき自己

評価を行い，自己評価書（根拠となる資料・データ

を含む。）を平成 15 年 7 月末に機構へ提出した。 
(2) 機構においては，専門委員会の下に，専門委員会

委員及び評価員による評価チームを編成し，自己評

価書の書面調査及びヒアリングの結果を踏まえて

評価を行い，その結果を専門委員会で取りまとめ，

大学評価委員会で評価結果を決定した。 
(3) 機構は，評価結果に対する対象大学等の意見の申

立ての手続きを行った後，平成 16 年 3 月の大学評

価委員会において最終的な評価結果を確定した。 

 

３ 本報告書の内容 

 「Ⅰ 対象機関の概要」，「Ⅱ 目的」，「Ⅲ 国際的な

連携及び交流活動に関する目標」，「Ⅳ 対象となる活動

及び目標の分類整理表」及び「特記事項」は，当該大学

等から提出された自己評価書から転載している。 

 
 「Ⅴ 活動の分類ごとの評価結果」は，活動の分類ご

とに，各評価項目での観点ごとの活動の状況・判断を記

述している。「判断」は，目標を達成する上で，「優れて

いる」，「相応である」，「問題がある」の3種類で示して

いる。 
 
 「Ⅵ 評価項目ごとの評価結果」は，評価項目ごとに，

「目的及び目標の達成への貢献の状況」，「目的及び目標

で意図した実績や効果の状況」として，活動の分類ごと

の状況を総合的に判断して，当該評価項目全体の水準を

以下の5種類の「水準を分かりやすく示す記述」を用い

て示している。 

・十分に（貢献して又は挙がって）いる。 

・おおむね（貢献して又は挙がって）いる。 
・相応に（貢献して又は挙がって）いる。 

・ある程度（貢献して又は挙がって）いる。 

・ほとんど（貢献して又は挙がって）いない。 

 なお，これらの水準は，当該大学等の設定した目的及

び目標に対するものであり，大学等間で相対比較するこ

とは意味を持たない。 

また，評価項目ごとに，当該大学等の活動において

特徴あるとみなされる点等を，「特に優れた点及び改

善を要する点等」として記述している。 
 

 「意見の申立て及びその対応」は，評価結果に対する

意見の申立てがあった大学等について，その内容とそれ

への対応を併せて示している。 
 
４ 本報告書の公表 

 本報告書は，大学等及びその設置者に提供するととも

に，広く社会に公表している。 
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Ⅰ 対象機関の概要 
※ 大学等から提出された自己評価書から転載 

 

１ 機関名：島根医科大学  

２ 所在地：島根県出雲市 

３ 学部・研究科の構成 

 (1)学部 医学部：医学科，看護学科 

 (2)大学院 医学系研究科 

            （博士課程）：形態系専攻，機能系専攻，              

生態系専攻 

            （修士課程）：看護学専攻 

４ 学生総数及び教職員総数 

 (1)学生総数：926 名（うち学部学生数 836 名） 

 (2)教職員総数：教員 267 名，その他の職員 596 名 

５ 特徴 

 (1)本学は，医師の地域的偏在の解消と地域医療の向上  

等を目的とした一県一医大構想という国策に基づき，  

昭和 50 年 10 月 1 日に設置された。その後，昭和 54 年

4 月に医学部附属病院を，また，昭和 57 年 4 月に大学院

医学研究科博士課程を設置した。さらに，平成 11 年 4

月に医学部に看護学科を新設し，本年 4 月に大学院に看

護学専攻修士課程を置き，医学研究科を医学系研究科に

改組した。 

 このほか，本学は開学以来，社会のニーズを踏まえ，  

教育，研究及び診療体制の整備充実を図ってきた。そし

て，平成 15 年 4 月 1 日現在，医学科 23 講座（34 ユニ

ット），看護学科 3 講座及び 8 の附属教育研究施設等で

組織するとともに，医学部附属病院では，20 の診療科，

15 の中央・特殊診療施設で診療を行い，現在に至ってい

る。 

 (2)島根県は，日本海に面して東西に長く，しかも中山  

間部や離島を抱え，過疎地，無医地区も多い。また，65

歳以上の老年者の人口比率は全国で最も高い。このよう

な高齢化が進み，過疎地帯を抱える島根県において，本

学は，唯一の高等医育・医療機関として，建学の精神に

則り，地域に密着した研究と保健，医療，福祉など地域

における包括的医療の充実に取り組んでいる。 

 また本学は，国際的な協調及び共生といった社会的  

な要請に対応すべく，医学及び看護学に関する教育， 研

究及び医療という本学の有する特色を最大限に活用した

国際的な連携及び交流活動にも積極的に取り組んでいる。 

 

Ⅱ 目的 
※ 大学等から提出された自己評価書から転載 

 

世界的規模における情報の集積と伝播並びに人的・物

的交流が急速に発展しつつある今日，大学における国際

交流事業の果たすべき役割はますます重要なものになっ

て来ている。特に，単科医科大学である本学の主要な専

門領域であるメディカルサイエンスは，直接人体に関わ

る面を持ち，国境を越えて共通の基盤を提供することか

ら，国際協調が最も必要とされる分野である。他方，こ

うしたメディカルサイエンス領域の研究においては，国

際的なレベルでの最先端情報に最も早く接することが，

国際的な競争に勝ち，ひいては国際的な研究拠点を構築

するために重要である。このような観点からするに，諸

外国との学術情報の速やかな交信を可能とする体制を強

化し，学生や教職員の国際社会との交流や医学・医療分

野での国際的課題の解決に寄与する高度な教育・研究を

推進し，医学・看護学領域の教育・研究におけるグロー

バル・スタンダードへの到達を図り，「知の創造と活用に

より世界に貢献出来る大学」，「世界に開かれた大学」と

して，医学・看護学領域における知的国際貢献を果たし

ていくことがますます重要な課題になって来ている。こ

のような状況に鑑み，本学は，①最先端の医学・医療技

術に関する情報を世界に向けて積極的に発信するととも

に，研究者・医療技術者・学生の国際交流を活発に進め

る中で豊かな国際感覚を備えた人材の育成を図る。また，

研究・教育における国際的同時性に対応するための体制

を整備することにより，国際化する社会への積極的な学

術的・人的・技術的貢献の強化を目指す。さらに，世界

の動きが地域社会に直接的・間接的に及ぼす影響が急速

に拡大するとともに，世界の各地域が他の地域と独自な

形での交流を進めつつある今日，日本海に面し独自の文

化圏を擁する山陰地方の中央に位置した本学においては，

その地理的・歴史的特性を活かし，多数の民族・文化が

共存するアジア諸国との連携を視野に入れて，医学・医

療分野を中心とした国際協力活動を推進することが今ま

で以上に強く求められて来ている。こうした観点から，

本学は，②我が国随一の高齢者県である島根県にあって，

高齢者の種々の疾病に関連した研究・医療活動を活発に

進めつつあるという特性を活かし，そうした分野でのア

ジア，特に環日本海地域との国際共同研究，学術交流，

留学生交流及び医療協力の推進を図り，世界に広がる研

究パートナーシップの構築を目指す。
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Ⅲ 国際的な連携及び交流活動に関する目標 
※大学等から提出された自己評価書から転載 

 

 前記のような国際連携に係る目的に照らし，それを具

体的に実現するために，次のような目標を設定した。 

 

1．国際的な学術交流及び異文化理解のための交流を活 

発化させるため，外国の研究者等の招致・受入を行い， 

教育研究に係る情報交換等の交流を推進する。 

2．外国人教員，外国人教師等を任用し，教員構成を多 

様化することにより，教育研究の国際的進展を図る。 

3．外国人留学生を積極的に受け入れ，本学学生と外国 

人留学生等が協調して共に学び，異文化交流を通して 

の相互理解を深めることによって，教職員・学生の国際

意識・国際感覚を涵養する。 

4．国際的な学識・技術を習得させるため，教職員を在 

外研究員等として外国の大学・研究機関等に派遣し，世

界の最先端の教育・研究に触れさせ，国際的視野に立っ

た高度な専門的能力，教育実践力を育成するなど，資質

の向上を図る。                       

5．学生が外国で学び，見聞を広げることにより，国際 

的視野を培うべく，学生の外国留学を積極的に支援す 

る。 

6．世界に開かれた大学，国際的な活性度の高い大学を 

目指すとともに，多様な文化・価値観との交流を推進す

るために，国際交流協定の締結機関の拡大を図る。 

7．外国人研究者，外国人留学生等が安心して研究や勉 

学に専念できるように，経済的な面や健康福祉的な面 

に配慮し，安価で機能的な宿舎の提供や健康の維持を 

サポートするとともに，日本文化に適応し，日常生活に

困らないように日本語等の指導をするなど，各種の支援

を行う。 

 また，国際交流事業により，本学教職員，外国人研究

者や外国人留学生等との親睦・交流を深めるとともに，

日本の文化，習慣等を学ばせる。 

8．地域と外国人留学生等との交流会を支援し，地域住 

民の国際理解への関心度を高めるとともに，地域社会 

に対し国際文化等の情報を提供する。 

9．国際学会や研究集会等を開催するなど，国際的な活 

動を積極的に推進し，国際的競争力を養うとともに，国

際研究集会等に参加し，世界的な最新の研究を見聞する

ことにより，自らの研究の質の向上と幅の拡大を図り，

研究活動を活発化させる。 

10. 諸外国，特に環日本海地域を中心としたアジア諸 

国との，老人病・生活習慣病・先天性疾患など疾病の予

防・治療に関連した分野での国際的共同研究及び医療協

力を推進し，国際的な研究拠点の構築を目指す。 

11．遺伝子解析，最先端医療，バイオインフォーマティ

クスなどの最新の医学領域に関連した研究テーマでの国

際共同研究を推進し，当該研究領域におけるグローバ

ル・スタンダードへの到達を目指すとともに，国際的な

研究拠点の構築を図る。 

12. 国際的なレベルでの最先端の医学・医療情報をい 

ち早く取り入れ，それを学内での研究に活用するため 

に必要な情報ネットワークの強化を図る。 

13. 学内での研究活動により達成された最新の研究成 

果を，広く世界に速やかに発信するための情報開示シス

テムの強化を図る。 

14．本学の教育研究を国際的なものにするため，開発 

途上国をはじめとする諸外国に対し，わが国の医学及 

び看護学に関する最新の知識・技術を教育・指導するな

どの教育協力，研究協力，コンサルタント，診療指導・

医療支援等を行い，当該国の学術等の向上，人材育成を

支援する。  

15. 教職員の国際的なレベルの学会の組織運営への積 

極的な参画，並びに国際的な学術活動分野での連携・協

力を推進する。 
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Ⅳ 対象となる活動及び目標の分類整理表 
※大学等から提出された自己評価書から転載 

  

活動の分類 「活動の分類」の概要 対象となる活動 対 応 す る 
目標の番号 

外国人研究者の受入れ 1 
招へい講義・講演（受入れ） 1 
外国人の教育職員への任用 2 
外国人留学生の受入れ 3 
在外・派遣研究員等の派遣   4 
招待講義・講演（派遣） 4 
学生の外国留学の支援 5 
国際交流協定の締結 6 

外国人研究者等への支援等 7 
国際交流事業の実施 7 

外国人研究

者 等 の 受

入・教職員

の派遣・交

流 

 

 

 

 

1.外国の研究者等を受け入れ，教育研究に係る情報

交換等の学術交流を活発に行っている。 

2.外国人を教育職員に任用し，教育研究を行ってい

る。 

3.外国人留学生を受入れ，教育するとともに，異文

化交流を通しての相互理解を深めることによって，

教職員・学生の国際意識・感覚を涵養している。 

4.教職員を海外に派遣し，世界の最先端の教育研究

に触れさせ，資質の向上を図っている。 

5.学生の外国留学を支援している。 

6.国際連携活動を積極的に推進するため，国際交流

協定の締結の増加を図っている。 

7.外国人研究者等に対し，日本語指導，健康の維持

増進と日本文化に適応するための指導・助言などの

支援を行っている。 

8.国際交流事業により，本学教職員，外国人研究者

等との交流を深めるとともに，日本の文化,習慣等を

学ばせている。 

9.地域との交流を支援することにより，地域住民の

国際理解への関心を高めるとともに，地域社会への

国際文化等の情報を提供している。 

地域における国際交流事業への

支援 
 

 

 

 

    

8 
 

 

 

 

 

 

国際研究集会等の開催 9 国際会議等 

の開催・参

加 

1．国際研究集会等の開催など，国際的な活動を推進

し，国際的競争力を養うようにしている。 

2．国際研究集会等に参加し，世界の最新の研究を見

聞し，研究活動を活発化させている。 

国際研究集会等への参加 9 

国際的共同研究の実施 10,11 

科学研究費補助金による国際的

共同研究の実施 
10,11 

迅速文献閲覧システムの構築 12 

国際共同研

究の実施・

参画 
 
 
 
 
 
 

1．環日本海地域を中心としたアジア諸国との国際的

共同研究及び医療協力を推進している。  

2．最新の医学領域のテーマでの国際共同研究を推進

し，国際的な研究拠点の構築を図っている。 

3．国際レベルでの最新の医学・医療情報を活用する

ための情報ネットワークを強化している。 

4．学内の研究活動の成果を世界に発信するための情

報開示システムの強化を図っている。 

グローバルかつ迅速な研究成果

開示システムの構築 
13 

国際教育協力 14 
 

国際研究協力・コンサルタント

等 
14 

診療指導・医療支援等 14 
国際学会の組織運営への参画 15 

国際教育・ 

研究等協力 
1．本学の教育研究を国際的に開かれたものとするた

め，教育，研究，コンサルタント，診療指導・医療

支援等の活動を行い，当該国の学術等の向上，人材

育成に協力・支援している。 

2．教職員の国際的な学術活動分野での活動への参

画・連携・協力を推進している。 

国際的学術雑誌の編集・発刊へ

の参画 
15 
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Ⅴ 活動の分類ごとの評価結果 
 

１外国人研究者等の受入・教職員の派遣・交流 
 

実 施 体 制 

実施体制の整備・機能 外国人研究者等の受入れ，教職

員の派遣及び交流活動の実施主体は，各講座・研究室・

附属研究施設であり，相互に連携を取りながら実施して

いる。大学全体が関わる国際交流事業（交流協定の締結，

留学生の受入・派遣等）は，国際交流委員会が組織的に

実施している。国際交流委員会は，副学長（教育等担当）

を委員長に，教育研究等の根幹をなす組織ごとに選出し

た 6 名の教授と事務局長から構成されている。 
活動の事業内容によっては，部局や各種委員会（教務

委員会，学生委員会，入試管理委員会，保健管理センタ

ー管理専門部，島根医大会館検討部会等）が連携し運営

されている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

活動目標の周知・公表 活動実施の主体が講座・研究室

等の場合は，各講座の教授が所属のスタッフ等に活動に

係る目標や趣旨を周知・指導している。国際連携活動の

相手方に対しては，当該機関の関係者や直接本人に対し

て，事前に目的等を説明し，具体的な連携活動の実施方法

等を綿密に協議している。大学全体の活動に関しては，国

際交流委員会での企画・立案を運営評議会や教授会で検

討・協議し，決定したものは各講座等，事務局へ伝達し，

組織的な周知に努めている。学生を含む学内及び学外への

周知活動は，入学式，オリエンテーション，公開講座，各

種講演会，卒業式等を通じて国際連携活動の意義，当該大

学の役割，取組状況等を随時，説明・公表している。学内

の講座及び研究組織等に係るホームページについては，

大学全講座等の主要研究分野の概要を英語版で掲載して

いる。また，各講座等でも独自のホームページを設けて

おり，学内外に周知している。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
改善システムの整備・機能 各講座・研究室等が主体とな

る活動では，当該部署がそれぞれ活動結果を分析し，問題

点，情報収集，改善すべき事項の把握を行っており，併せ

てその改善にも取り組んでいる。全学的な活動に関しては，

国際交流委員会を中心に必要に応じて関連の委員会等と協

議し，場合によっては運営諮問会議での助言等も踏まえて

原案を策定し，運営評議会，教授会で審議決定し，改善す

る仕組みとなっている。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
 

活動の内容及び方法 

活動計画内容 外国人研究者の受入れについては，共同

研究を実現するという視点で活動の計画が立てられてお

り，受入れに際しては研究の質の向上を図るため，最新

の知識・技術を見聞すべく計画されている。外国人の教

育職員への任用については，教職員・学生の国際意識の

涵養，教育研究の国際的進展を図るため，外科学講座第

二において学内講師として任用計画が立てられている。

また，外国人教師等については，国際社会に対応できる

学生の語学能力育成のため，教養科目会，殊に英語教室

において任用計画が立てられている。 
在外研究員・派遣研究員等の派遣については，各講座

等におけるそれぞれの教職員の研究の一層の向上を目指

し，文部科学省在外研究員制度等を活用するなど，積極

的な活動推進が計画されている。招待講義・講演につい

ては，外国の大学・研究機関からの要請に基づき，研究

能力の向上に寄与すべく計画されている。学生の留学支

援については，財団等からの留学性募集通知に基づき計

画され，留学が決定した学生については帰国後の授業に

ついて支援するよう計画されている。国際交流協定の締

結については，各講座等で行っている教職員及び研究者

の交流・情報の交換・共同研究の実施等の推進・拡大を

図るため国際交流の進展を踏まえて大学全体として企

画・策定されている。外国人研究者等への支援について

は，宿舎提供など，大学全体の施策として計画されてい

る。健康管理関係は，学生委員会，保健管理センター，

教務部学生課が連携し計画・実施されており，また，日

本語教育や生活指導等の支援は，講座等で企画・施行さ

れている。国際交流事業については，国際交流の夕べや

研修旅行などが企画・運営されているが，これらの活動

の多くは，医学・看護学という大学のカラーを踏まえた

特色ある内容となっている。なお，各講座等の企画・施

行された活動にあっては，大学全体としての整理・把握

は行われていない。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

活動の方法 各活動の目的・目標を達成するために，講

座等への支援と協力などの環境確保が行われている。また，

資金確保についても，他方面にわたる取組が行われている。 

外国人研究者，招へい講義・講演の受入れについては，

受入れの講座等において，研究等の計画を具体化してい

るが，その際，他の講座等の助力が必要な場合は，当該

講座等へ協力要請を行い，双方が連携して活動を展開し

ている。また，在外研究員・派遣研究員の派遣について

は，各教職員の研究分野に照らし，各種助成制度に応募

し，目的の達成を図っている。招待講義・講演(派遣)に
ついては，外国の大学等の要請に基づき，各教職員が活

動を行い，研究・親善交流を含む在外活動を行っている。

研究者・留学生等の受入れのための支援活動として，住環

境の充実を図るため，国際交流会館等の長期，短期滞在の

ための宿泊施設を設けている。また，留学生受入れ担当者

及び受入れ講座等が県営住宅，市営住宅への入居に関し，
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担当者との情報交換を行ったり，ボランティア団体に宿

舎提供に関して協力依頼を行っている。 
日常的な生活全般に関する指導や健康管理面でのサポ

ートについても実施しており，そのための具体的対応と

して，窓口である事務職員の語学能力向上を目的とした

英会話研修も実施している。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
 

活動の実績及び効果 

活動の実績 外国人研究者等の受入れ実績は増加傾向に

あり，特に平成 14 年度は，新な国際交流協定の締結に伴い，

5 カ国 13 人の受入れとなり大きく増加した。外国人教員等

の任用に関しては，平成 10～14 年度の過去 5 年間，毎年 2
～3 名程度を任用しており，一定した雇用実績となっている。

教員の海外派遣関しては，過去 5 年間，毎年 5～7 名とほ

ぼ一定している。派遣先の大半は米国が中心である。海外

留学を経費別にみると，毎年 2 人が文部科学省の在外研究

員として派遣されており，その他の経費（委任経理金等）

を含めると過去 5 年間で総数 30 名となっている。そのうち

の 2 割は私費による留学である。また，その他にも海外の

大学からの講演依頼による派遣活動も行われている。 
外国人留学生の受入れについては，大学院と研究生が

毎年実績を残しているが，年度別に見るとそれぞれ平成

10 年度 大学院 16 名，研究生 8 名，11 年度 大学院

20 名，研究生 6 名，12 年度 大学院 19 名，研究生 5
名，13 年度 大学院 18 名，研究生 4 名，14 年度 大学

院 18 名，研究生 3 名，となっており，内訳はアジア地

域（中国，バングラディシュ，モンゴル等）が中心とな

っている。また，国際交流事業の実施や地域における国

際交流事業の支援に関して，外国人留学生を積極的に支

援団体等の会合に出席させて相互理解できるように努め

ている。 
学生の海外留学については，語学研修，医療施設の実

地見学，臨床実習等の研修留学も行われているが，実績

としては，毎年 1,2 名と少なく，また，交流協定先への

派遣実績も無い。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

活動の効果 外国人研究者・留学生の受入れや学生の外

国留学の支援等の活動の具体化については，各講座等や全

学組織をあげて計画・実施されている。また，実績も年々

上昇していることにより，ある程度の成果は確保されてお

り，また，教職員や連携・協力の相手方も継続を望んでい

ることからも一定の満足度は得ていると推測できる。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
 

２ 国際会議等の開催・参加 
 

実 施 体 制 

実施体制の整備・機能 国際会議等の開催・参加活動の

実施主体は，各講座・研究室・附属研究施設であり，相

互に連携を取りながら推進している。大学全体が関わる

活動の場合は，国際交流委員会（委員長：教育等担当の

副学長）が組織的に実施している。事業内容によっては，

他の機関と連携し，運営されている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

活動目標の周知・公表 活動実施の主体は講座・研究室

単位で行われており，各教員等の周知も講座単位となっ

ている。基本的伝達方法としては，説明会等を実施して

行っている。学外関係者(相手国等)との組織的連携に関

しては，活動前から緊密なやり取りを行い，活動目標の

周知と実際の活動に関する打ち合わせが実施されている。

サテライト国際シンポジウムについては，責任者が事前

に相手方へ出張し，組織委員会等と詳細な確認を実施す

るよう努めている。また，この他にも活動によって，ホ

ームページ，ポスター，パンフレットも活用されている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

改善システムの整備・機能 各講座・研究室等が主体とな

る活動では，当該部署がそれぞれ活動結果を分析し，問題

点，情報収集，改善すべき事項の把握を踏まえ，その改善

に取り組んでいる。全学的な活動に関しては，国際交流委

員会を中心に，必要に応じて関連の委員会や専門部会で分

析検討して原案を策定し，運営評議会，教授会で審議決定

し，改善する仕組みとなっている。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
 

活動の内容及び方法 

活動の計画・内容 「国際研究集会等の開催」など，国

際的な活動を推進し，国際的競争力を養うようにするこ

とと，「国際研究集会等に参加し，自らのこれまでの研究成果を

発表するとともに，世界の最新の研究を見聞し，研究活動を

活性化させる。」ことを活動計画としている。これらの活

動計画は，講座・教室等の研究方針に適ったもので，時

代の要請に合致しており，将来的な研究の方向性・発展

性を踏まえたものである。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。 

活動の方法 活動の目的・目標を達成するために，講座

等の教職員全員による支援や協力などの環境確保が行われ

ている。また，資金面では学長裁量経費，科学研究費補

助金や各種研究助成金等により，企画・施行が行われて

おり，併せて他方面にわたる外部資金確保の取組も行われ

ている。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
 

活動の実績及び効果 

活動の実績 国際研究集会開催の平成 10～14 年度の実績

は，毎年 2 回程度であるが，平成 14 年度は 3 回開催されて

いる。国際研究集会への参加者数については，平成 10～14
年度の実績はそれぞれ 95 名，117 名，180 名，166 名，190
名と増加している。資金別の負担の内訳を見ると，委任経
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理金が半数を占め，年々上昇傾向にある。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

活動の効果 各国（大学等）開催の会議に参加し，世界

の医学・医療に関する研究情報の収集活動行うと共に，

学内開催の国際会議では，高度な知見である学内研究成

果を世界に発信し，また，教員同士の情報交換を行うこ

とで，大学として，研究の質の向上を図っている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

３ 国際共同研究の実施・参画 
 

実 施 体 制 

実施体制の整備・機能 国際共同研究の実施・参画活動

の主体は，各講座・研究室等であり，当該講座等が責任

を持って取り組んでいる。全学組織である国際交流委員

会は，各講座等での国際共同研究の進捗状況を把握し，

各取組に対する具体的な支援方法やインセンティブを策

定し，全学的な視点から充実を図っている。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。 
活動目標の周知・公表 活動の実施主体である当該講座

の教授が，共同研究に携わる教員，研究者等に各活動に

係る目標・計画の趣旨を周知している。また，各活動に

おいては，当該講座等の教員・研究者が参画し，研究活

動を支えるプロジェクト体制を立ち上げ，活動の周知等

にも努めている。海外の共同研究者とは，IT 等を利用し

て連絡・協議が行われている。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。 

改善システムの整備・機能 国際共同研究活動の改善に

資するため，当該研究に携わる教員・研究者のみならず

国際交流委員会等が組織的に連携して，全学レベルで

様々な情報収集や分析を行うシステムが整備されている。

具体的には執行部レベルでの改善策の検討を行い，その

決定事項を教授会・国際交流委員会などに速やかに伝え，

議論を促すなどして，全学レベルでの様々な取組が行え

るような体制づくりを目指して検討が行われている。改

善事例として，①学長裁量経費による海外への教員・研

究者の派遣実績は，平成 10 年度以降，それぞれ 3 件，5
件，12 件，13 件，13 件と大きく伸びて来ていること，

②情報ネットワークセンター関連のシステム・設備等の

整備（ファイヤーウォールの整備，ウイルスチェッカー

の導入，各講座におけるインターネット・電子メール利

用環境の完備，高速デジタル回線の整備，キャンパス情

報ネットワークの更新）が進められたことなどがあげら

れる。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

活動の内容及び方法 

活動計画・内容 主な活動計画は内容的に次の２つに大

別される。 

(1)島根県の地理的な特質を踏まえ，老人病・生活習慣

病・先天性疾患などの予防・治療に関連した分野で環日

本海地域との国際的研究・医療協力を重点的なプロジェ

クトとして，これを推進するため国際的な研究拠点の構

築を図ることとしており，具体的には①環境保健医学講

座第二による北東アジアにおける循環器疾患予防に関する

モンゴル，韓国との共同研究，②内科学講座第三による脳

卒中急性期患者のデーターベースの構築のための中国との

共同研究，③附属病院検査部によるネパールにおける病原

微生物の分布に関してのネパール王国との疫学調査共同研

究，④眼科学講座による網膜虚血-再潅流障害の原因と治療

法についてのアイスランド・チュニジアとの共同開発研究

などがあげられる。また，微生物学講座による新リファマ

イシン系抗結核薬に関するブルガリアとの共同研究もこう

した方針に沿って進められつつある。 
(2)最先端医学・医療分野に関連した研究テーマ（特に遺

伝子解析・最先端医療技術開発・バイオインフォーマテ

ィクスを応用しての創薬研究等）により国際共同研究を

推進し，学内での研究や国際共同研究に活用するために

必要な情報ネットワークを強化することとしており，具

体的には，①生化学講座第一によるアクチンと thymosin
との相互作用における ADP リボ－ス化反応に関してのドイ

ツとの共同研究，②整形外科学講座の新しい人工靭帯の

開発に関連しての英国との共同研究，③内科学講座第三

による Cystain C の中枢神経における役割に関してのカナ

ダとの共同研究などがあげられる。また，小児科学講座に

よる小児代謝異常症などの先天性疾患の発症に関わる原因

遺伝子に関する研究活動の一環として，アジア各国からの

依頼検体についての遺伝子診断が実施されている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動の方法 当該活動の目標を達成するため，講座等の

教育・研究・医療業務に支障を来さぬよう，研究資金の

調達，研究設備の整備，研究に携わる人員の確保などの

調整が行われている。具体的には学長裁量経費による海

外への教員・研究者の派遣に力を入れており，共同研究

面でも資金を有効活用できるなどの努力も行われている。

研究環境を整備するため，地域医学共同研究センターな

どの大学附属の研究施設の利用枠を国際共同研究プロジ

ェクトに優先的に割り当てる等の支援策を実施し，設備

面の充実も図っている。また，講座・研究室等の研究水

準の向上を企図して，学内外を結ぶ IT ネットワーク，

情報交換システムの強化・整備に向けて整備していると

ころであるが，閲覧し得るオンラインジャーナルの拡充，

大学のホームページを通しての各講座・研究室等の海外

に向けての情報発進の強化といった点は今後の課題とし

て残されているが，共同研究の相手方を広く求めるため

の活動として，平成 14 年度に学術出版社の電子ジャー

ナルの導入を契機に，迅速文献閲覧システムの構築とそ

の強化が進められており，また，研究成果に関する情報

も電子化に取り組み，世界へ情報発信する体制の強化に

努めている。何れも国際共同研究の推進に資するところ

が大きいと推察されるので，その構築が望まれるところ
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である。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

活動の実績及び効果 

活動の実績 平成 10～14 年度の期間中に実施された国

際的共同研究事業への各教員・研究者等の参画総件数は

24 件であり，年次的な増加傾向を示している。その中で

「環日本海を中心とするアジア地域との医療協力を含む

国際共同研究は 11 件，「先端医学領域での国際共同研究」

は 12 件であり，現在も継続実施されている。このうち，

科学研究費補助金により実施された国際的共同研究は 3
件である。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
活動の効果 国際共同研究に関連した諸活動によって，

外国の大学･研究所･医療関連の公的機関・医療関連企業･

外国人研究者等との学術的･技術的･人的な交流活動をベ

ースとしての国際協力･国際交流活動の実績に伴う効果

が，年々着実に挙がりつつある。具体的事例として，エ

ジプト・アラブのセオドール・ビルハイツ研究所，モン

ゴルのモンゴル医科大学との間で大学としては 15 年ぶ

りに国際協力協定を結ぶこととなったが，これは共同研

究への全学的取組によるものである。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
 

４ 国際教育・研究等協力 
 

実 施 体 制 

実施体制の整備・機能 医学・医療関連領域について，

当該大学が保有する高度な知識・技術を，特に開発途上

国をはじめとする諸外国での医学教育・研究及び診療活

動の推進・強化に役立たせるといった観点，さらには学

内の教員・研究者の持つ最先端の医学知識を国際的なレ

ベルでの研究情報の交換に役立たせるといった視点に立

脚しての諸々の活動を，学内における国際協力・連携活

動の重要な柱として位置付けている。国際教育・研究等

協力に係る国際連携活動実施の主体は，各講座・研究室

等であるが，全学的な調整等に基づいて対応すべきもの

は，国際交流委員会が関係委員会等の意見も踏まえて立案し，

必要に応じて運営評議会，教授会で審議決定し，実行に移

している。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
活動の周知・公表 活動の実施主体である当該講座の教

授が，共同研究に携わる教員，研究者等に各活動に係る

目標・計画の趣旨や教授会の決定事項等を周知している。 
また，各活動においては，当該講座等の教員・研究者が

参画し，研究活動を支えるプロジェクト体制を立ち上げ，

活動の周知等にも努めている。具体的には，海外の共同

研究の相手方とも相互に連携して活動が実施できるよう

日頃から情報交換を行いコミュニケーション作りに心が

けており，関係相手国（方）とも研究ネットワークを構

築し相互に連携が促進されるよう工夫されている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

改善システムの整備・機能 活動の主体である各講座・研

究室等が，活動終了後，当該部署における活動結果を分析

し，問題点，情報収集，改善すべき事項の把握を踏まえ，

次回への改善に繋げている。全学的な視点から対応すべき

場合は，国際交流委員会を中心に，必要に応じて関連の委

員会や専門部会で分析・検討して原案を策定し，運営評議

会や教授会で審議・決定し，実行に移す仕組みになってい

る。  
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

 

活動の内容及び方法 

活動計画・内容 活動内容については，1.中国医学研修

生，臨床修練外国人医師，その他の研修生を受入れて専

門知識・技術の付与などの教育を行い当該国の学術の向

上や人材育成を行う。2.海外の研究者,研究機関,その他公

的機関,医薬医療関連企業等への研究指導やコンサルタ

ント等を行い，当該国機関等の研究者の育成や研究の発

展活動を実施する。3.診療指導・医療支援，その他の支

援活動を行い，当該国の医療の向上の貢献活動を実施す

る。4．教員・研究者等の国際的なレベルの学会の組織

運営への積極的な参加，並びに国際的な学術活動分野で

の連携・協力を行う。5.教員・研究者等の国際的な学術

雑誌の編集・発刊活動への参画を行う。以上が掲げられ

ており，個々の活動については，講座等が中心であるが

目標に向けての計画はある程度実行されていると推測で

きる。 

以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
活動の方法 各活動の目標を達成するために，本務に支

障を来さぬよう，講座等の支援や協力（環境確保）が行わ

れている。資金面についても，他方面にわたる外部資金確

保の取組が行われている。具体的には，国際教育協力にあ

っては，国際協力機構(JICA)の要請に基づき，集団研修

の特定コースにおいて実習や講義が行われている。 
外国人研修生等の受入れに関しては，例えば附属病院

における実際の医療を通しての診断・治療にかかる指導

が実施されている。 
国際的研究協力等に関しては，病変解明，診断方法，

薬品開発等に関する研究指導が実施されており，診療指

導等の国際協力に関しては，実際に外国の病院等でプロ

ジェクトを組織し，また，医療機器を持ち込むなどして，

活動が行われている。この他にも国際学会等の組織運営

への役員への参画として，個々の教員が学会等の企画運

営委員や評議員として参画したり，国際的な学術雑誌等

の編集・発刊についても個々の教員が，エディター，編

集委員，レフリーなどとして，活動している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
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活動の実績及び効果 

活動の実績 国際教育協力活動に関して，平成 10～14
年度の期間中に JICA の依頼により 2 つ集団研修コース

を実施し，毎年 6～8 ヶ国から研修生を受け入れている。 
 国際研究協力活動に関して，平成 10～14 年度の期間

中に延べ 133 名の教員が海外の研究機関・企業等からの

要請に応じて，新規の医薬品や医療技術開発のための研

究・技術指導やコンサルタント活動に携わっている。診

療指導・医療支援等の国際協力に関して，平成 10～14
年度の期間中に延べ 11 名の教員が 9 ヶ国の医療機関，

研究所等に対して診療指導，医療支援等を行っている。 
 また，教員及び研究者が国際学会等の海外での組織運

営への参画（延べ 6 人）及び学会開催時の組織運営の役

員として参加（延べ 11 人）している。その他，国際的

学術雑誌の編集・発刊に関しても，多数の教員が学術雑

誌の編者・編集委員・査読者として参画している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

活動の効果 開発途上国等への協力活動として，教職員

等の受入れ・派遣を積極的に行い医療技術支援を行うこ

とで，相手国に貢献している。活動の主体が各講座であ

るため，大学全体として個々の活動内容に関する相手方

の満足度等を図るシステムは確立されていないが，年々

実績も上昇傾向にあり，内容も充実していることからあ

る程度の成果は達成していると推測できる。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
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Ⅵ 評価項目ごとの評価結果 
 

島根医科大学においては，「国際的な連携及び交流活

動」について，当該大学の目的及び目標に照らして行

った活動の分類（外国人研究者等の受入・教職員の派

遣・交流，国際会議等の開催・参加，国際共同研究の

実施・参画，国際教育・研究等協力）ごとの評価結果

を，評価項目単位で整理し，以下のとおり，評価項目

ごとの評価を行った。 

 

１ 実施体制 

 

評価は，実施体制の整備・機能，活動目標の周知・

公表，改善システムの整備・機能の各観点に基づいて，

目的及び目標の達成に貢献するものとなっているかに

ついて行った。 

 

◇目的及び目標の達成への貢献の状況 
実施体制の整備・機能の観点では，活動の主体は講

座等に委ねられているのが実状であり，また，全学的

な活動において学長のリーダーシップのもとに意志決

定プロセスや改善システムが的確に機能していること

が確認できた。これらは，機動性という視点から見れ

ば，単科大学固有の特性という面も言えなくもないが，

平成 15 年 10 月から島根大学と統合したこともあり，

これからは，全学的方針のもとに計画等を実施し，各

講座間でより連携してプロジェクトを推進することも

重要である。そうすることにより，資金面でも全学的

に効率よく運用できると思われる。しかしながら，個々

の活動は単科大学の特性を活かし機能しており，全活

動の分類とも「相応である」と判断した。 

 活動目標の周知・公表の観点では，講座等を主体と

した活動が中心で，直接の担当者や外部の活動の受け

手に組織的且つ適切に伝えられていない面もあるが，

周知活動は，講座，個々人を中心に単科大学の特性を

活かしつつ行われており，全活動の分類とも「相応で

ある」と判断した。 

 改善システムの整備・機能の観点は，大学全体とし

ての組織的な検証システムは確立されていないが，

個々の活動ではそれぞれ反省点を見出す努力がなされ

ており，全活動の分類とも「相応である」と判断した。 

 

 これらの評価結果から，総合的に判断し，以下の水

準とした。 

 

貢献の程度（水準） 

目的及び目標の達成に相応に貢献している。 

 

◇特に優れた点及び改善を要する点等 

ここでは，活動の分類ごとの評価結果から特に重要

な点を，特に優れた点，特色ある取組，改善を要する

点，問題点として記述することとしていたが，該当す

るものがなかった。 

 

２ 活動の内容及び方法 

 

評価は，活動計画・内容，活動の方法の各観点に基

づいて，目的及び目標の達成に貢献するものとなって

いるかについて行った。 

 

◇目的及び目標の達成への貢献の状況 

活動の計画・内容の観点では，活動の分類「国際共

同研究の実施参画」に関して目標に即した各種の計画

が立てられており，「優れている」と判断した。 

その他の活動の分類では「相応である」と判断した。 

活動の方法の観点では，「外国人研究者等受入・教職

員の派遣・交流」に関しては，外国人研究者・留学生

の受入について支援体制を充実させており，「優れてい

る」と判断した。 

その他の活動分類に関しては「相応である」と判断

した。 

 

これらの評価結果から，総合的に判断し，以下の水

準とした。 

 

貢献の程度（水準） 

目的及び目標の達成に相応に貢献している。 

 

◇特に優れた点及び改善を要する点等 

島根県の地理的な特質を踏まえて，老人病・生活習

慣病・先天性疾患などの予防・治療に関連した分野で
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環日本海地域との国際的研究・医療協力を重点的なプ

ロジェクトを推進している。一方，最先端医学・医療

分野に関連した研究テーマ（特に遺伝子解析・最先端

医療技術開発・バイオインフォーマティクスを応用し

ての創薬研究等）により国際共同研究を重点的に推進

している。これらの計画・活動を支えるため，全学的

な資金の重点的有効活用や IT ネットワークの強化に

努めている点は特に優れている。 

 

３ 活動の実績及び効果 

 
評価は，活動の実績，活動の効果の各観点に基づい

て，目的及び目標で意図した実績や効果がどの程度挙

がったかについて行った。 

 
◇目的及び目標で意図した実績や効果の状況 

活動の実績の観点では，「国際共同研究の実施・参画」 

に関して共同研究に関する取組内容も含め実績が挙が

っており，「優れている」と判断した。 

その他の活動分類関しては，「相応である」と判断し

た。 

 活動の効果の観点では，様々な活動を実施した結果

について、実施担当者を含む関係者が議論し、成果等

へのアンケート調査の実施するなど，次の活動に結び

つけていく体系的なシステムの確立も必要であるが，，

広範な領域の国際連携・交流活動に関して，最大限の

効果が得られるように工夫・努力もされ，また，年次

的活動の実績もが挙がっている。したがって個々の活

動は単科大学の特性を活かしつつ実績・効果とも機能

しており，全活動の分類とも「相応である」と判断し

た。 

 

これらの評価結果から，総合的に判断し，以下の水

準とした。 

 

実績や効果の程度（水準） 

目的及び目標で意図した活動の実績や効果が相応に

挙がっている。 

 

 

◇特に優れた点及び改善を要する点等 

特に優れた点として，地理的特殊性を活かして，環

日本海を中心としたアジア地域との国際共同研究プロ

ジェクトや医療協力等を推進・支援し，それらの活動

を通してアジア地域における国際的な研究拠点の構築

に優れた効果をあげている。このような実績の積み重

ねは，中国，韓国，モンゴル，ネパールなどの諸研究

機関や医療機関との国際交流の発展に資するものと期

待される。 
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◇ 特記事項 
※ 大学等から提出された自己評価書から転載 

  

医学・看護学・医療分野の発展のためには，国際交

流を通じて世界的規模の情報の交換や人的・物的交流

を図る必要がある。特に本学の主な専門領域であるメ

ディカルサイエンス分野は，疾患の病態解明や治療法

の開発といった，世界共通の健康問題を取り扱う領域

であり，国際的な水準の最先端情報の交流を要する分

野である。したがって本学には，世界的な視野に立脚

し，学術情報の迅速な交流システムを構築し，教職員

や学生の国際感覚を養い，もって国際レベルの教育・

研究を積極的に推進し，ひいては国際貢献を精力的に

展開する重要な役割がある。本学は，地理的および社

会的に，以下のような独特の特徴を有するので，この

役割を全うするにあたっては，これらの特徴に鑑みた

重点的な活動の展開が望まれよう。 

 １）日本海に面し，独自の文化的背景を有する山陰

地方の中央に位置する本学には，その地理的・歴史的  

特性を生かし，多数の民族や文化が共存するアジア  

諸国との国際連携を強化し，国際協力活動を推進す  

ることが期待される。 

 ２）本学の位置する島根県は我が国随一の高齢者県

であり，老年医学・医療分野の教育・研究・診療の発  

展のためのモデル地域として，特に環日本海地域の  

アジア諸国との学術交流を通じた国際的協力体制の  

構築が望まれる。                     

 さらに本学は平成 15 年 10 月から，島根大学との統

合が予定されている。現在両大学は，統合に向けて共

通する教育・研究部門などの改編や教育カリキュラム

の編成などに取り組んでいるところである。また来年

度から全国の国立大学が法人化される予定となってお

り，本学にはかような統合と法人化といった激変の渦

中のなかで，斬新な組織変革が求められている。この

ような状況は，大学のステップアップのチャンスとも

みることが可能である。今後はメディカルサイエンス

分野に限定することなく，統合予定の大学との学部間

の人的・物的交流を積極的に促進し，国際貢献に関す

る教育や研究をさらに発展させていくことが望まれる。

また大学の法人化は，国際貢献に関する諸事業の柔軟

な発展を保証する性質の組織改革であるので，法人化

を最大限に活用した飛躍的な展開が期待されるところ

である。 

 


